
は じ め に

およそ 年にわたるテレタイプの歴史は，電気通信
とコンピュータの両方に大きな影響を与えた．

年代，タイプライタ式電信機の草分けとして登
場したテレタイプは，それまでモールス一辺倒だったア
メリカの電信機を，ほぼすべて置き換えてしまうに至っ
た．また，ディジタル符号の送受信機であったテレタイ
プは，コンピュータの登場によって，ディジタル符号の
入出力機，すなわち入出力端末としての地位を確保した．
ところが， 年代に CRT 端末が台頭すると，あっと
いう間にテレタイプは駆逐されてしまった．
本稿では，テレタイプの歴史を概観し，それが現代の

コンピュータにどのような影響を与えたかについて述べ
る．

れい明期のテレタイプ

年，シカゴのモークラム社（Morkrum Company）
は，「モークラム印刷電信機」を完成した．「モークラム
印刷電信機」は，送信機と受信機が同一の形状（図 （ ），
ただし受信機はキーボード不要）であり，送信機側のキー
ボードで入力した文字列が，そのまま受信機側にも印字
されるという点で，いわば遠隔タイプライタともいうべ
き電信機だった．通信可能な文字は，アルファベット大
文字 字種，数字 字種，記号 字種（空白を含む）
であり，これらの文字と「FIG」「REL」「CAR RET」

「LINE FEED」のキーが， QWERTY 配列（アメリカの
タイプライタにおける標準的なキー配列）を模して並べ
られていた（図 ）．
なお，「FIG」キーは数字・記号への切換（Shift Lock）
を意味し，「REL」キーはアルファベットへの切換
（Shift Lock の Release）を意味する．ただし，ピリオド
と空白は，「FIG」でも「REL」でも切り換えられない．
「CAR RET」（Carr iage Return）キーは印字ヘッドを行
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図 「モークラム印刷電信機」の外観（ ） 送信機側で入力した
文字列が，そのまま受信機側にも出力されるという点で，いわば
遠隔タイプライタといえるものだった．

図 「モークラム印刷電信機」のキー配列 当時のタイプライ
タにおける標準的なキー配列（QWERTY配列）を模している．
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頭に戻し，「LINE FEED」キーは紙を 行分進める．こ
れら 個のキーには，それぞれのキーとダイレクトに
対応する形で 単位（今でいう ビット）の文字コード
が割り当てられていた．割当ての一例を図 （ ）に示す．
タイプライタ式電信機の小形化を進めるモークラム社

は， 年，「テレタイプ」を発表した（図 （ ））．商
標の「テレタイプ」（Teletype）は，遠隔タイプライタ
を意味する teletypewr iter から取ったものだった．モー
クラム社は， 年の会社合併でモークラム・クライ
ンシュミット社になり， 年，社名をテレタイプ社
（Teletype Corporation）へと変更した． 年， AT T

に買収されたテレタイプ社は，ベル・システム系列の
ウェスタン・エレクトリック社の子会社となり，アメリ
カにおけるタイプライタ式電信機製造のほぼすべてを独
占する会社となった．これにより，そもそもは商標だっ
た「テレタイプ」も，タイプライタ式電信機を指す一般
名詞へと変わっていった．

テレタイプと ITA

年，AT T は TWX（TeletypeWriter eXchange）
という電信サービスを開始した． TWXとは，それまで
固定回線で 対 に行われてきたテレタイプ通信を，手
動交換機を介して，どこのテレタイプにも接続できるよ
うにするものであり，のちにテレックスと呼ばれるよう
になるサービスである． TWXサービス開始に際し，テ
レタイプ社が発表したのが「テレタイプ・モデル 」
だった（図 （ ））．
AT T の TWX開始に先立って， CCIT（Comite Con

sultatif International des Communications Telegraphi

図 「モークラム印刷電信機」における文字コード割当ての一例（ ） と Q， と
W， と E など，同じキーを共有する文字には，同じ文字コードが割り当てられてお
り，「FIG」（SHIFT）と「REL」（RELEASE）とで切り換える．

図 「テレタイプ」の外観（ ） カット紙ではなく紙テープに印
字する機構となっている．

図 「テレタイプ・モデル 」を操作するジョージ・アーサー・
ロック（ ） TWXのサービス開始により，アメリカ中のテレタイ
プが自由に接続可能となった．
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ques，国際電信通信諮問委員会，現 ITU T）は，「テレ
タイプ・モデル 」とほぼ互換な 単位の文字コード
を， ITA （International Telegraph Alphabet No ，国
際電信アルファベット第 ）として勧告した．来るべき
国際テレックス時代に備え，遠隔タイプライタ式電信機
の文字コードを，国際的に統一するためだった．
TWX網の普及は，電信分野のみならず，ディジタル

計算機の分野にまで，テレタイプの用途を拡大していっ
た．その嚆矢が，ベル電話研究所の「Model I」ディジ
タル計算機である． 年にベル電話研究所が開発し
た「Model I」は，約 個のリレーと 個のクロスバ
スイッチからなるディジタル計算機で， 台の入出力端
末が接続されていた．これら 台の端末はテレタイプを
改造したものであり， TWX回線と同等の通信線によっ
て「Model I」に接続されていた．すなわち，接続に
TWX回線を用いることで，遠隔から「Model I」に計算
を投入することが可能となっていた．このシステムは，
この年 月のアメリカ数学学会で公開され，ハノーバー
のダートマス大学とニューヨークのベル電話研究所とを
つないで，複素数演算のデモンストレーションが行われ
ている（ ）（ ）．この実験を契機として，リレー計算機や，
あるいは「EDSAC」以降のコンピュータは，テレタイ
プを入出力端末として用いるようになっていった．

テレタイプとASCII

年，テレタイプ社は「テレタイプ・モデル ・
・ 」を相次いで発表した（図 （ ））．「テレタイプ・
モデル 」は，それまでの ITA 互換路線を踏襲する
機種で，結果的に， ビットの文字コードを搭載したテ
レタイプとしては最終機となった．「テレタイプ・モデ
ル 」とその上位機種にあたる「テレタイプ・モデル 」
は，同年制定の ASCII（図 （ ））を，通信用の文字コー
ドとして搭載したテレタイプだった．というよりは，

ASCII の方がテレタイプを意識して設計された，といっ
ていいだろう．例えば， ASCII の CRと LF は，テレタ
イプでの Carr iage Return と Line Feed を意味する制御
文字である．あるいは， ASCII の記号は （）の
順に並んでいるが，これは，テレタイプのキーボード上
で と ， と ， と ， と ， と ，…を同じキー
にする（図 （ ））ために， の文字コードと，
それぞれ ビット違いになるようにしたからである．

年，ASCII が改正されて小文字が追加されると，
テレタイプ社も「テレタイプ・モデル 」を発表した．
そのキー配列（図 （ ））は，「テレタイプ・モデル ・
」を基本的に踏襲しており，加えて小文字を打てるよ
うに設計されていた．
「テレタイプ・モデル ・ ・ 」は，本来は通信機
器として開発されたものだったが， ASCII に対応して
いることから，コンピュータの入出力端末にも数多く流
用された．最も有名な例としては，UNIXの開発に用い
られたベル研究所の「PDP 」が挙げられる．この
「PDP 」には，「テレタイプ・モデル 」が 台接続
されており（図 （ ）），加えて「テレタイプ・モデル 」
も接続された．そして，それらは結果的に， teletype の
中 文字を取った「tty」というコマンドを， UNIX 初
版（ 年）及びその後継OSに残すこととなった．
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図 「テレタイプ・モデル ・ ・ 」の外観（ ） 「テレタイ
プ・モデル 」は ITA 互換，「テレタイプ・モデル ・ 」は
ASCII 準拠だった．

図 年制定の ASCII（ ） ビットの文字コードで小文字は
なく， CR（Carr iage Return）や LF（Line Feed）はテレタイプを
意識したものだった．



あの技術は今 特別小特集 コンピュータ端末の元祖になった電信機「テレタイプ」

テレタイプの終えん

しかし 年には，「Hazeltine 」や「Tektronix

」などの CRT 端末が続々と発売され，コンピュー
タ端末としてのテレタイプの地位を脅かし始めた．これ
に対しテレタイプ社は， 年，「テレタイプ・モデル
」を発表， CRT 付きのタイプライタ式端末という路

線を探ったが，それも「VT 」や「Tektronix 」
そして「VT 」の前にあえなく敗れ去ってしまった．
そして， 年の「テレタイプ・モデル 」を最後

に，テレタイプ社は事実上，新機種の開発を断念．
年， AT T の分割再編と同時に，ウェスタン・エレク
トリック社が解体され，テレタイプ社も整理対象となっ
た．結局， AT T テクノロジーズの一部門として吸収
されるに至り，テレタイプ社は 年余の歴史の幕を閉
じた．

お わ り に

テレタイプ社は歴史のかなたに消え去ったものの，テ
レタイプの遺産は， 世紀の現在も，電気通信分野と
コンピュータ分野に色濃く残っている． ITA は，
年の勧告以来 年近くを経た今日においても，国際テ
レックス用 ITU T S として現役の文字コードである．
ASCII についてはいうまでもない．また，日本のキー配
列規格 JIS X は，元々は「テレタイプ・モデル 」
を手本に作られたものであり，日本のパソコンは，今も
テレタイプのキー配列をそのまま踏襲しているわけであ
る．
本稿では，テレタイプ 年余の歴史をたどるととも

図 「テレタイプ・モデル 」のキー配列（ ） 小文字は搭載されていない．シフト側の記号はすべて，
ASCII で ビット違いの文字コード．

図 「テレタイプ・モデル 」のキー配列（ ） 小文字も搭載されており， 年版のASCII に対応している．

図 「PDP 」で UNIX を開発するデニス・リッチーとケン・
トンプソン（ ） 台の「テレタイプ・モデル 」のうち 台を
トンプソンが叩いている．
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に，それにまつわる文字コードやキー配列の歴史を，か
なり駆け足で紹介した．なお，テレタイプと文字コード
の歴史を更に詳しく知りたい読者は，拙著「文字符号の
歴史欧米と日本編」（共立出版）を，テレタイプとキー
配列の歴史を更に詳しく知りたい読者は，拙著「キーボー
ド配列 QWERTYの謎」（NTT 出版）を，それぞれ参照
されたい．
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